
















































































































列の製品グループ（連規 15 条の 2第 1 項 , 会計手法Ⅰ･1），(b) 地域別セグメン
トとして，所在地別セグメント（販売元に基づく区分）－親会社，子会社，お
よび在外支店の所在地による国または地域別区分（連規 15 条の 2 第 2 項 , 会
計手法Ⅱ ･1），および海外売上高の国または地域別区分（販売先に基づく区分）
（連規 15 条の 2第 3 項 , 会計手法Ⅲ）が要求される。これらのセグメントの識























な実証的研究としてKinney, JR. [1971] とCollins [1976] の研究があげられる。









報による連結業績予測モデルは，基本的にKinney, JR. [1971] のモデルを踏襲
している。ただし，セグメント売上高に乗ずる連結およびセグメントベースの           
売上高利益率の予測値は，Kinney, JR. [1971] の場合には，それぞれ連結およびセ
グメントベースの過去3年間の売上高利益率の平均が使用された。これに対して，
Collins [1976] の場合には，各セグメントが属する産業の趨勢が盛り込まれた。ま
た，予測される連結業績は，Kinney, JR. [1971] の場合には利益の水準だけである
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　　　：t-1期から t期にかけて予測されるのGNP成長率
　　：t-1期から t期にかけて予測される j産業における売上高の成長率
  　：i企業の j産業に属するセグメントの t-1期における実際の売上高
　 ：i企業の連結売上高利益率の予測値
　 ：i企業の j産業に属するセグメントの売上高利益率の予測値







　Kinney, JR. [1971] の研究では，モデルS2による連結利益の予測誤差がモデ
ルC6，C7およびS1と比較された。結果は，モデルC6 とC7のdijkは負で，有意
水準5％または1％で統計的に有意であったが，モデルS1については有意な差
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　Balakrishnan et al. [1990] の研究では，連結情報による予測モデルに為替レー
トの変化率は導入されなかったのに対し，Herrmann [1996]（p.57）の研究では，
為替レートの変化率を導入したモデルと導入しないモデルが使用された。また，


































































































（p.175,Table 1, p.177,Table 2）６）。
　セグメント情報による1年先の連結売上高の予測モデルは次のとおりである
（pp.217-219）。
E ( St  )：t年度（SFAS第131号採用年度）の連結売上高の予測値






xit-1  <0かつgi  >0のとき，
xit-1<0かつgi  <0のとき，
E(Xt)：t年度（SFAS第131号採用年度）の連結利益の予測値
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　Gilvoly et al. [1999] の研究では，産業の業績指標を導入したセグメント情報
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　 ：t期から t+1期にかけての sセグメントの利益の変化についての不確実
　　性要因
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SFAS 第 14 号や IAS 第 14 号で強調された，リスク，リターンおよび成長性
の差異を考慮することが要求されないため，セグメント業績間の独立性が保証
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（p.40 Table 3）。Behn et al. [2002] (p.39，p.43)は，SFAS第131号のセグメント情報が連結
情報に対して予測能力を高めるかどうかを判断するためには，より長期間のデータによる追
加的な研究が必要であることを指摘している。













12）Berger and Hann [2003]（p.173）の研究では，この方法を用いてSICによるセグメント
識別の妥当性が検証された。
13）この式は，最小2乗法によって当てはめられた回帰直線に関する次の関係式に基づいて，
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